











































































































































































欄外企画では、 「にわとりとたまご、 どちらが先か」 という問いにあやかって、 古典的作品とそこから生まれた名作をご紹介します。 （編集部）





とのない人もこの台詞は知っているだろう。「君の瞳に乾杯（Here’s looking at you, kid.）」(K)
嶋浩一郎『なぜ本屋に行くとアイデアが生まれるのか』
祥伝社新書、二〇一三年




























































































































































































る。ドイツに移り住み、長年にわたってドイツ語と日本語で創作活動を続けてきた著者は 母語の外で書くことで、生きることの冒険について語る。ひとつの言 よって規定された世界が、 眩暈す 様にぼやけてくる。 「この世界にはいろいろな音楽が鳴っているが、自分を包んでい 母語 響きから、ちょっと外に出てみると、どんな音楽が聞こえはじめるのか」という彼女の疑問は、習得す ための言語より、さらに広く深く、言語の可能性を語るのだ。H
annah A
rendt, Vita activa oder Vom
 tätigen Leben, Zürich, M
ünchen: 
Piper, 2002. (ﬁ rst edition, 1960) （ハンナ・アー㆑ント『人間の条件』志水
速雄訳、中央公論社、一九七三）
多和田氏とは異なり、ハンナ・アーレントの「エクソフォニ
ー」は強制的なものであった。本書は、彼女の政治哲学 代表作である。人類がそれま 経験したことのなかった非人間的な大虐殺をおこしたナチス・ドイツから、彼女 一九三三年にア













〇『万葉集』や『竹取物語』などの古典文学から『こころ』 、 『痴人の愛』などの近代文学までが、今風言葉を駆使し解説されているさくさくと気軽に楽しく読める新感覚 文学 。それぞれの作品と関連する漫画作品の紹介や、週刊誌 コラム「週刊歴女」 、文豪たちと作品に纏わる意外 逸話など、教科書には載っていない小話も満載。これまでの文学史と対比させる意味での「乙女の文学史」 。日本の文学を乙女目線で語 一冊。
